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論文内容の要旨

生体膜蛋白質の諸性質を明らかにすることは生命現象の理解において極めて重要である。生体膜蛋白

質の大部分は水に難溶であり，一般に界面活性剤によって可溶化される。生体膜蛋白質の多く(特に物

質の認、識，移送に関るもの)は幾つかのサブユニットから構成されている。このような集合状態は界面

活性剤による可溶化状態下でも維持されている場合が多いと考えられている。従って，可溶化状態にあ

る膜蛋白質の正確な分子量測定と分子集合体の解析は生体膜中での存在状態の推定や機能の解明に極め

て重要である。

一般に，測定に使用できる試料量には限りがあるため，上記目的の達成には，正確，簡便，迅速性に

加え微量の試料で測定可能な手段を確立することが必要である。我々は，そのような手段として高性能

ゲルクロマトグラフィーと低角レーザー光散乱法を組み合わせた万法が有効であることを見い出し，こ

の子法の整備，開発に努力してきた。

通常，変性を伴わずに生体膜蛋白質を可溶化するには非イオン性界面活性剤が使用されている。我与

は非イオン性界面活性剤存在下の高性能ゲルクロマトグラフィ-・低角レーザ一光散乱法を確立し，大

腸菌外模に存在する膜蛋白質. porin及び~ ﾀ - receptor proteinが三量体として可溶化されていることを

確認すると共に乙の方式の有効性を実証した。また，乙れまで測定が厄介であった比屈折率増分の簡便

1 )円
測定法を工夫し，測定の迅速化と試料の微量化に成功した 。そして，非吊に複雑な可溶化状態を示す

イヌ腎 CNa+. K+ ) -ATPaseにこの方式を適用し，この酵素が主に αß-プロ卜マー及びその二量体 (α2

ﾟ 2) として可溶化されることを見い出した。更に，複雑な溶出曲線をコンビューターを用いて解析し，

会合状態の経時変化の追跡を可能にした7〉一万，生化学の分野で広く使用されているSDSーポリアクリ

-33-



ルアミドゲ)レ電気泳動法では正確な分子量測定が不可能な糖蛋白質についても，本万式によって正確な
3) 

分子量測定が可能になることが実証された。 また，強力な変性剤であり膜蛋白質を構成サフザユニット

に解裂させるSDS存在下の本万式を定式化させた。乙れを前述の非イオン性界面活性剤存在下での測定と

併用する乙とで解裂状態と集合状態の双方における厳密な分子量測定が可能になり，容易に生体膜蛋白

質のサ 7"ユニット組成が明らかになることが実証された。
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論文の審査結果の要旨

生体膜蛋白質は温和な界面活性剤を使用すると膜中の分子構成を維持して可溶化され，変性作用を持

つ界面活'性剤を使用すると，開裂されて構成単位であるポリペプチド鎖に分離する。前津君は水系高性能

ゲ‘ルクロマ卜グラフと低角レーザ一光散乱計を中心とする測定システムを整備して これら両状態にお

ける可溶化生体膜蛋白質の各成分の分子量を迅速，簡便そして精密に決定する手法の定式化に成功した。

同君は，同システムを活用して，イヌ腎 CNa+ • K+ ) -ATPase および大腸菌外膜蛋白質であるポーリ

ンと À- リセプターについて，頭書の二条件下での測定を精密に実施し，それらの主要成分が前者につい

ては α 2ß 2 と α:P.後の二者についてはし、ずれも的タイプであることを明らかにした。以上の研究は，生

体膜を理解するために極めて有用かっ他の方法では得難い知見を得る道を聞いたものであり，理学博士

の学位論文として十分価値あるものと認められる。
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